「児島の泊」攷 by 柏谷, 嘉弘
『平家物語
j
巻四「股島御幸付還幸」に、
高倉上皇の腋島御幸
のことが記される。
治承四年（暉）三月十九8御出発、
四月九B
還御で、
帰路の四月一日には
こ＂》書一
と＊un‘
それより備前国小嶋の
泊につかせ給ふ
とあ
る。『延股本平家物語」「平松家本平家物語」などには、
往
路・帰路の叙述が簡略で、「児島の泊」の記事が無い。恐らく、源通親の「高倉院厳島御幸記」（以下『御幸記」と略稽する）に類した資科により、後に増補されたものであらう。
この「御幸記」の往路、
三月廿三日には、
次の詳しい叙述があ
る。（傍線は柏谷が付した。）
備前の国児島の泊に着かせ給ふ。御所造りたり。御物の具ども新しく調へをきたり。
上達
部殿上人どもの宿所ども造り並
＊
 
べたり●潮すこし干て、
御船渚き給ふ。汀遠けれ
ば、
御輿に
てぞのぼらせ給ふ。•…••（中略）
．． ‘ ．．． 
捕々御覧じゃりて、
入
はじめに
「児島の泊」
る日の空に紅をあらひて、
向ひなる島がくれなる山の木立ど
も絵にかきたる心地するに
、
御目にか、る所々辱ねさせ給ふ。
＋
 
「この向ひ
なる山のあなたに、
入道大臣はおはする」と申に、
きこしめして御気色うち変りにしかば、
人々までもあはれに
思心の中ども見えたり・・・・・・（中略）
．．．．．． 
この国に八幡の若宮
おはしますときこ めして、
幣たてまつらせ給ふ
また、
帰路の四月一日には、
次の記述がある。
空晴れて日ざ
しあがる程に、
我も／＼と舟ども帆うちあげて、
＇ 
雰の波、
煙の波を分けて走りあひたり。備前の内海通らせ給
ル
ふ。
日入りがたに児島に洛かせ給ふ
「児島」は、「平家物語」では「小島の泊」と記すので、「児島
の泊」と同一地であ
る。「児島の泊」には、「御所」をはじめ、
「上達部殿上人の宿所ども」が新築されてゐるのだから、
往路・
焔路ともに同一の地への御宿泊と解するの
が、
妥当である。
この「児島の泊」が、
現在のどこに当るのか、
明確でない。
そ
の解明が、
拙文の目的である。
柏
谷
嘉
弘
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下注（平成2年）
藉戸……「日本古典全書
家物栢全注釈」
．． （昭利41年）
語」（昭和54年）
平家物語」（昭和23年）
『新潮日本古典集成
「児島の泊」の諸説
平家物
ト・チ）
「平
猶、「入道大臣」は、
松殿藤原基房で、
前年、
梢盛の奏術によ
"＂
ra
e
ば
り関白を罷免され、「備前国湯迫」（
現在、
岡山市湯迫）に配流さ
れた。鉗前の国府からは一km以内の地で、
現在「関白歴敷跡」が
ある。国司の監視下におくに恰好の地である。
困みに、「平家物語」巻二「大納言流罪」で、
新大納言藤原成
親が流された、
最初の土地は「備前の児島」である。後述の如く、
この「備前の児島」も、「児島の泊」と同じ土地である。
．諸
唐で「児島の泊」として比定された土地を、
分類整理すると、
次の五説になる。
A備
前国（岡山県）児島郡の船箔き場・・・・・・「日本古典文学大
系平
家物賠」（昭和34年）
『日本古典文学全集平家物
語』（昭和48年）
「新日本古典文学大系平家物語上』（平
成3年）
E
2
B下
津井附近（児島市・倉敷市児島辺）・・・・・・「平家物梧略
解
l
（昭和4年）
「平家物語評講
J
(昭和38年）
「新日本
古典文学大系51中世B記紀行集、
所収
窃倉院厳島御幸記」
郡・・・・・・「岡山市史．
古代編」（昭和37年）
「岡山の港
j
（昭和50年）
「岡山県大百科事典」（昭和54年）
「岡山
県の地名」（昭和63年）
「岡山市の地名」（平成元年）
＂ら
U,
．リのり
E八
浜……「寸簸之底」（天明2年以前）
「吉伽温故秘銀」
（文化元年以前）
「東佃郡村志」（江戸天保頃）
『玉野
市史
l
（昭和45年）
「風土記児烏沼」（昭和60年）
「岡山
県の地名」（昭和63年）
A説は、「児島の泊」を言葉通りに解したもので、
誤りではな
いものの、
該当する大小の港は三十以上あり、
茫漠とし過ぎてゐ
る。
BIE説は、
その中の特定の港に比定したものである。
どの説が妥当であるかを検討する規準としては、「児島の泊」
についての叙述から見出される特性が最送である。
「児島の泊」の特性
先に引用した「御幸記」の叙述の傍線部から、「児島の泊」の
特性として、
次の六項目が浮んでくる。
第一
御所や公卿の宿所などを新築する土地が、
港の近くにあ
る。（傍線部ロ・ハ
）
遠浅の海である。（傍級部ニ・ホ
）
向ひに烏がある。（傍線部へ）向ひの山が、
松殿の配所の方向に、
見える。（傍線部
第四第一第 D 
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児島湾付近開発年代図
,. 5.＼
四備
前 の 内 海
第五
近くに八幡宮がある。（傍線部リ
）
第六
内海にある。（傍線部ヌ
）
「児島の泊」に比定される港は、右の六項目の特性をすべて具
備してゐなければならない。以下、各項目について、順次検討する
。古事記・日本術紀の国生み神話で、「吉備児烏
」は、
伊邪那
岐・伊邪那美二神により、国生みされる。この「吉備児島」と、その北方の「吉備平原」との間の海が「備前の内海」であり、東西約30km、南北約15kmである。吉井
川、
旭川、笹瀬川、高梁川の
忙3
堆積作用で、十七世紀「吉伽児島」は陸繋島となり、「内海」は
lt, 
「児島樗」となった。地図に見える「児島湖」 誕生は、締切堤防の汐止め工事がされた昭和三一年二月のことである。元麻元年（暉）の藤
戸合戦では
、天城と藤戸の間の藤戸海峡を｀
佐々木三郎盛桐が馬で渡し 「馬にて海をわたすこと、天竺、総且はしらず、
我朝には前代のためしなり」と頼朝から質讃され、
恩買に「備前の鬼島」を賜はった。藤戸海鉄の最狭部は約三町 、深く潮流も急であり、
盛紺が渡したのは、それより西の輻二十数
ー，
J
町の浅 広い部分とされる。
甜倉院の御幸は、藤戸合戦より四年前のことで、
地図の千拓地
は当時すぺて海而である。藤戸海峡は勿論航行可能で むしろ、
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槌やかで安全な主航路で
あった。
江戸時代の古地図にも、
航路が
記入してあり、
江戸初期までは航行が継統してゐた。
「仰幸記」の往路には「内海」と記さず、
船路にだけ記すのは
．何故かといふ疑問が湧く。東からの往路の場合、「内海」の入り口の最狭祁の惧約2hあり
、犬島の北の海面約2kmと大差ないの
で、「内海」へ入るとは感じなかったのであらう。
翌日出航して、
藉戸の瀬戸を通り、
王島沖へ抜けた際、「児凡の泊」のある海面
を「内海」と実感したこ
とであらう。帰路は予俯知紐がある上
、
泊峡部を通るので、「内海」と意識したと見られる。
『源平盛哀記j脱長古活字本
では、
大納首成毅の配所への航路
を、
次の如く述ぺる。室の泊に著給ふ。藻懸の瀬戸に蓬が崎、
やよりの浜を清渡し、
備前の国阿江の浦より内海を
通り、
児島と云所に著き給ふ。
「室の泊」が兵犀県御津、「漢懸の瀬戸」が岡山県邑久町の虫
明の瀬戸、「蓬が椅
」
が岡山県牛窓町の蓬総、「やよりの浜」が牛
窓町の矢寄ヶ浜であり
顛に東から西へ航行し
、「内洛」を通つ
．て「兒島
」
へ名く。
この「兒島」は「内海」に面してゐるので、
「児島の泊」と同じ場所
である。
が、「阿江の浦
」
は、「矢寄ヶ
•
浜
」と 藉戸」との間に見当らない。「藤戸」より西、
倉敷市に
「安江」の地があり、「内海」への西からの入口近くであ
る。
「安
江」を「阿江」と国いたとすれば
西か
らの航行の際、「内海」
と独く意餞した傍証 なる。
五遠
浅の海
以上の「内悔」の知鼓から、「児島の泊」の特性「内海にある」
は、「吉備の児島
」
の北岸にあるのであ
り、
南岸ではない。
従っ
て、
南岸のB説下津井附近は、
不適合となる。
D.
E説は適合するが、
C説には難点がある。
C説の藤戸は、
「内海」の西の入り口である点、『御幸記jの帰路で、「伽前国内浪通らせ給ふ」のちに、「児島」皿ち「児島の泊」へ到沿されるので、
入り口ではない
といふ疑問が生じる。
これは、「内ii」の
西限を、
藤戸・天城より更に西に寄
せて、
倉敷市の酒津・西阿知
あたりまでとする説をとれば、
この難点は切り抜けられる。
実は、節者の生地は「八浜」であり
、母
の里は「郎」である。
それ故、
八浜と郡との海岸沿ひの道は百回以上往復してゐる。
ま
た、昭和二十年代中頃までは、
八浜から出航した客船が、
郡・北
浦を経て、
旭川を潮り、
岡山市の京投まで行った。昭和十年代は
一日三便あり
その客船にも百回以上釆船してゐて、
八浜・郡間
の海上・陸上の状況は知悉してゐる。
その記憶で、干淵の際露出する干潟は、
郡で3001400m程度、
八
浜で約1kmであり、干潮時に 郡も八浜も、
接岸は到底不可能
であった。
これは「吉伽の児島」が腔繋島になって以後のことで
あるが、
八百年以前も、
程度の差はあれ、干潮の際の干潟は、
郡・八浜ともに、
存在したと思はれる。
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「児島の泊」の第三の特性「向ひに島がある」は、御所から見
える所に島があるので、港の近くと考へられる。
D説郡の港には、約180m沖に弁天島がある。赤褐色の岩肌に、
松が数本生えてゐた岩島で、高さ約15m、周囲約100mの小島である。現在は、児島湖の堤の丘になってゐる、他に、郷社の鋲座する山も、御幸当時島であった可能性はある。高さ約20m、周囲約
ャ＂クヤマ
300mである。更に、郡の東北lkm以内 八幡山など大小三つの丘も、御幸当時島であった可能性がある。高さ20130m、周囲効ー600mである。
一方、E説八浜には、島がない。たゞ、岡児山が、御幸当時、
島であった可能性大 高さ約50m、周囲約3kmである。
「児島の泊」の第三の特性「向ひに島がある」の規準では、D
説に仮位が認められるものの、決定的とは言へない。
六
藤戸は、中世から近世初期にかけての渡船楊であり、架檎され
註7
．たのは正保四年（即）である。前述の如く、幅は狭いけれど深い
のは水脈の特色であり、干満に左右されること少なく、常時船は接岸できたと推測される。
以上、「児島の泊」の第二 特性、「遠浅の海」の規準により、
c
説藤戸は不適合で
向ひなる島
向ひの山と御所・宿所の土地
「児島の泊」の特性第四「向ひ．の山」と第一「御所・宿所の土
地」とは関述があるので、まとめて検討する。
前掲の地図で、岡山市街の東北方の湯迫が、関白松殿の配流地
である。そこが「向ひなる山 あなた」
である故、
「向ひなる山」
は、△123の操山
山系以外には求められない。高さ
、100i170m
の山々である。
この採山山系は、D説郡からは、見ること可能である。距離、
紅19kmである。
E説八浜で、御所を作るなら、
前掲地図の八浜，山田間の道路
の「浜」の印字 北あたりから束より、即ち広木から波知になる。その場所は、
北に△456の山塊があるの
で、操山山
系を見るこ
とは不可能で
ある。強ひて他に場所を
求めるなら、
△7の前、
「八」の印字のあたり、即ち元川よりであるが、この場所で
も△
4に妨げられて、操山山系は見えない。
D説郡の場合、港の束南から南へかけて、なだらかな頌斜地が
展開し、御所・宿所を新英するに充分な広さ
がある。しかも、そ
こから、探山山系は勿論、泄 弁天烏を見ること可能 。
「児島の泊」の第一と第四の特性を規準とすることにより、E
説八浜は不適合となり、D説郡が最適で るとの結論に達した。
「児島の泊」を「郡」に比定すると、郡家（郡役所）との関係
七
- 5 -
も、
常識的に理附できる利点が生じる。
それは
、「郡」が古米郡
家の地とされ、
現在の「法務局」
、
通称「登記所跡」がその場所
とされる。
上島をはじめ、
上達部三人、
殷上人二人、
女官数名、
実力第一
人者の平消盛ゃ、
宗盛・皿衡・時実・棟範など平家一．門の有力者
を含む一行の送迎は
郡家にとつて前代未間の出来事であり、
過
失なく接待するには、
郡役人にとつて、
郡家のある土地が一番好
都合である。
この点｀「児島の泊」
が「郡」で
あるのは、
理解し
易
い
。
また、「平家物語」巻二の大納言成親の最初の配流地が「児島
の泊」であること、
前述したが、
そこが郡家のある「郡」であれ
ば、
監視するには恰好の地である。
しかも、
それは、
摂政松殿の
配流地霊摺心」が、
偏前の国府の近所といふのとも、
符合する。
「吉備の児島」の北岸には、
郡・八浜以外にも、
多くの港があ
る。
以下、
それ
ら諾港について
、「児島の泊」の特性を具有する
か、
否かを検討する。
郡よ
り西で、
八浜以外には、
碁石・歌見・大崎・槌ヶ原・
迫
111・宗津・川張・彦鯰・植松の甜港があったが、
槌ヶ原以外には
・「島」がないし、
槌ヶ原も「向ひなる山」を見ることは出来ない
ので、
これら諸港は、
すべて不適合である。
郡より東では、
北捕・飽捕•宮補・阿津・小串の諸港があるが、
北浦以外は「速浅の海」の点で不適合である。
北捕の東西にある宮
Lll
．八桔山には古瑣群があり、
古代に繁栄
した地であり、「児島の泊」の特性の第ニ・三•四・六にも該当するので有力であるが、行後の土地が狭いので、
特性の第一の点
において弱点がある。
また、
沌が狭くて、
上旦の附船をはじめと
する多数の船舶の倅泊には不都合である。特に、
帰路は、
四月一
日夕刻御入港、
四日早暁御出航で、
二日と三日は、
恐らく弛風で
海が荒れて 逗留になられたのであらう。
こんな不測の事態にも
対応できるのは、
郡家のある「郡」である。
北補は、
その点で、
「郡」より劣り、
除外せざるを得ない。
特性の第五「八幡の若宮
j
について検討すること
なく、「児島
の泊」を「郡」に比定し得た。
それで、
拙論の本旨から外れるが、
事のついでに、「八幡の若宮」についての卑見を述ぺる。「御幸記
j
の「この国に八幡の若宮おはします」の「この国」を
It, 
伽前と解すると、
享保頃には、
八幡宮が一七六社で余りにも多く、
to .,1 
狭く「児島ノ郡」 解すると、
三一社鎖座する。
昭和三年には｀
児島郡
に八幡宮が二五社である。
その中で、
窃倉院御幸以前の創
述のもの、
及ぴ諸術で奉幣社とされてゐるも は、
次の六社であ
る。但し、
創祀期不明の曽原・用吉二社を除いた。
かよょ
a＾屈
敷市児島通生の本庄八幡宮…・・・大宝元年(101)創建、
「新日本古典文学大系51高倉院厳島御幸記
j
下注説
八
幡の若宮
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a本庄八幡宮説は、富俎震の泊」B説に付随する説である。「児
島の泊」の近傍に求めた点は首背できる。が、「児島の泊」が「郡」である
で、「郡」からは、束廻りでも、
西廻りでも、
最
も遠澤の地となり、奉幣社の可能性は低い。
b槌ヶ原八幡宮も、「郡」から 約9
km
の距雄にあり、少し雄
れ過ぎの感がある。
C大崎八幡宮は、前掲地図の△8の西の二本の迫路と鉄道 囲
まれた「O」の位地にある。消盛
父、
忠盛が、備前守時代に創
、91
建した神社であり、宮烏の股島神社の鳥居と同様の大鳥居が海中
t3 
に絆えてゐたの 、最有力候補と秘かに考へてゐた。が、
忠盛盗
化の祭神は市杵島姫で 餡岡八幡宮が勧請されたのは、鎌倉初期
r4 II 
との社伝により、不適合
とせざるを得ない。
d八浜八幡宮は、「児島の泊」をE説八浜
とする江戸時代の諸
掛が拙す。が、創建が御幸より滋か後代であり、時代が合はない。
玉野市槌ヶ原八幡宮・◆・・・・延暦年Ial(782i臨）創建舌野市大崎宮山の大崎八幡宮 ・・大治二年（暉至野市八浜両児山の八浜八幡宮・・・…応ヽ墜二四年(,)創建、
「寸簸之塵」「吉備温故秘録」「東備郡村志』説
岡山市郡
八幡山の八幡八幡宮……創建期不明、『児島郡神
社誌」所戟口碑
岡山市北補宮山の箱峙 幡宮・・・…嘉脱元年（岡）創建、社
d
 
b 
但し、現在地への遷宮が応永三四年であり、それ以前に、八浜の元川出雲谷に鋲座してゐた旨の牡伝がある。
しかし、どれ程渕れ
るのかは不明なので、不適合とせざるを得ない
e八幡八幡宮の由緒は、「児島郡神社
誌」によ
れば「創立年月
不詳なりと雖、口碑に治承四年三月窃倉上良厳島御幸の逍の記に『伽前の国児島の泊りに滸かせ給ひ（中略）此の国に八幡の若宮御在し坐す
と間召して幣奉らせ給ふ
j
とあるは当社の事にて、湯
廻の
大臣見そなはせし虚といひ伝ふる箇所境内にありと」と記
され
、高釘院泰幣の口碑がある。
江戸時代後期の歌人で国学者でもあった平賀元義は「高倉天良
it15 
勅願所」
の七字の扁術を奉納した。また、「児島郡誌」には、「八
幡若宮」の社名で記される。「郡」の高倉院御所から
は、
凡そ
lkm以内の地にあり、奉幣社として、適合してゐる。
f箱崎八幡宮は、北補の束にあり、西の八幡八幡宮と 直線距
離は、約ooomである。当社には、嘉応元年（暉）八月、ヤ哭介帝が筑紫行幸の際暴風の為、
この港（北捕港）に仮泊され、「幣を奉
t6
 
、"＇1
じ勅願された」との社伝がある。こ 社伝には、年月と行幸先の点に疑問がある上、創建時期も遅いので 時代が合はない。
以上の考察により、七1介院奉幣社は、e八幡八幡宮が、最有力
となる。その八幡宮が
、現在は見る影もなく寂ぴれてゐるのは、
時代の流れとは首へ、余りにも痛ましいことで る。
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. '
「ー
匂キ記』の本文は、勉誠社文郎の「源通視日記」に拠り、仮名往き
の術を漢字表記にするなど、週宜改めた。
.2
「平家物栢蛯解
j
は、下沖井の東北約7』の「琴柿村引網」（現在、
介敷市児凡消”今町）とする。震＇家物研肝講
j
は、「児島市にあった舟の
発芍地」とする。「窃倉院厳島師学記
j
下注は、「現、岡山県含敷市児島
辺」とし、附閑では下沐井の西北「通生・塩生J辺を指示する。以上三説を一括して 「B
下沖井附近」とした。
この地域は、戦後町村合併が紐返された。昭和
23
年、味野・下津井・
本庄・児品の町村が合併して、児島市となる。同29年、琴涌町が、児島市に編入された。同位年、児島・王島・倉敷の三市が合併して｀倉敷市となる。
3「
児島湖発逹史』「岡山県史屈一巻自然凪土
j
藉岡謙二郎「地形図に
歴史を説む第三渠」など。
4こ
の「児島湾付近開発年代図」は、谷口澄夫「岡山消」（吉川弘文館
昭和39年刊）の指図で、△と0を柏谷が付記した。転戟と付記の承認をいただいた谷口先生 吉川弘文館に対意を表する。
.5
「葎戸町誌による。
6同
前峠雄「凪土記児島湾
j
のグラビア「児島地区
近世」
7「
燐因記」「輿怜新田記」など
8藉
瓜紫実の日記ヲ＃薬』の、治承四年四月＿―-日の条に 「閉
大瓜」
と記される。通営｀天気は西から束へ移動する故、四月二日、帽前地方は以の可能性大である。
9享
保六年（叩）成立のI傭陽記」による。 注
10昭
埋一年(lm)発行の「児島郡柏社誌」による。
11枯
掲図の「郡」の北の「O」の位代が、八鯖山で祁一番地である。児
島湖の堤防工事・捏立工事の為に、八幡山が削祖され、廿日の而妬がないまでに変容してゐる。また、八幅宮
は、
この工事に伴ひ、児島湖の堤
防の丙付根、弁天島の麓に遷宮された。
12大
鮒八帳白山紺む石碑による。
13昭
和32年、児島渕干拓の用水路工事中に、印廷当時は勿お 昭和二十
三年まで海中であった場所から、
店居の基礎郎分が発見され
た。
太さ
38Cm角の柑材で、平安末期のものとされ、復元図では、祁さ約9m．輻約6mである。拝殿に安阻してあったが 平成元年九月十七日、偏執者の放火により、拝殿もろとも焼失した。
14注
12に同じ。
15八
幡八幡宮の荒廃により、戦後、「郎」
の総社に保行されてゐた所、
盗盤に逢ひ、現在行方不明である。
16「
箱崎八幡宮山紺」・「岡山市の地名」
追記
「児島の泊」の諸説の中、「D郡」説をとるものに、「源
通親日記全釈」（昭和53年）を追加する。
（神戸女子大学文学部教授）
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